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横浜市立領家中学校  令和３年度 体育・健康プラン 

～体育・健康に関する指導の全体計画～ 

（１）学校経営中期取組目標

（２）体育・健康に関する指導の重点取組分野・取組目標・具体的取組

重点取組分野 取 組 目 標 具 体 的 取 組 

健やかな体 

中学生として健全なる肉体の

醸成を図っていく。心身の健

康や健やかな体についての意

識を高め、自ら進んで運動に

親しむ姿勢や態度を育む。 

①保健体育の授業や部活動等教育活動全般を通して、健康・安全に関心

をもち、意欲的に取り組む姿勢や態度を育む。 

②学校保健計画に基づき食育を含めた保健指導や学校保健委員会を計

画的に実施し、心身への健康意識を高める。 

担当 
保健安全

指導部 

２ 体育健康に関する実態把握 

 

学 校 経 営 中 期 取 組 目 標 
・学校教育目標を理解し、授業・行事に活かし、自尊感情を高め、自己有用感を得られる生徒を育

てます。
・お互いを尊重し、高め合おうとする心、相手を思いやる心を養います。
・わかる楽しい授業を展開し、基礎基本の定着を目指します。
・あいさつができる、ルールとマナーが守れる、時間を大切にできる生徒を育てます。
・保護者、地域と連携を図り、生徒が進んで参加できる行事を検討します。

（１）体育・健康に関する実態

・身長と体重を全国平均と比べると、身長はあまり変わらないが、体重は全学年共に数値は下回る結果である。

・朝食の摂取率は全体としては、全国の結果と比べてもそれほど変わらないが、学年が上がるごとに摂取率が下がっている。

また、女子に比べ、男子の摂取率が低い。

・保健室の利用状況（傷病の状況）は、部活動、体育の授業による怪我がほとんどである。心の不安定さから来室する生徒も

まれにいる。養護教諭や該当学年教諭、専任教諭が話を聞いて対応している。

・塾や家庭学習の時間が多く、６～８時間以内睡眠時間の生徒が多い。原因が睡眠時間だけとは限らないが、朝起きるのがつ

らいという生徒が多くを占める結果となっている。

（２）体力の概要と要因の分析

・持久走の結果では全国の平均を全ての学年で上回ることができている。

・長座体前屈の結果は全国の平均を下回っている結果が出た。これは、器械運動の授業でも顕著に表れていて、開脚前転などで

柔軟性が足りないために、スムーズに起き上がれない生徒が多く見られる。

・握力・立ち幅跳び・ボール投げなどの結果は、男女共に一年時は全国平均を大きく下回る結果が出ているが、学年が上がるに

したがって全国平均に近づいたり、上回る結果が出ている。これは、体育の授業での体力作りや、放課後の部活動を通して成

長段階にあわせて体力の向上が図られた結果が出たと思われる。



4 




